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余白の迷路 

赤川 次郎/著 KADOKAWA (F/ｱｶｶﾞ) 

墓じまいラプソディ 

垣谷 美雨/著 朝日新聞出版 (F/ｶｷﾔ) 

互換性の王子 

雫井 脩介/著 水鈴社 (F/ｼｽﾞｸ) 

紫式部本人による現代語訳「紫式部日記」 

モノガ  古川 日出男/著 新潮社 （F/ﾌﾙｶ) 

大学生がレイシズムに向き合って考えてみた 

貴堂 嘉之/監修 明石書店 (316/ﾀﾞｲｶﾞ) 

見る・撮る・描く身近な飛ぶ虫観察図鑑 

石井 誠/著 岩野 秀俊/監修 緑書房 (486/ｲｼｲ) 

空と風と時と 小田和正の世界 

追分 日出子/著 文藝春秋 (767/ｵﾀﾞｶ) 

実母と義母 

村井 理子/著 集英社 (916/ﾑﾗｲ) 

『60歳からの滑舌レッスン 1日 3分でむせ予防！』  

赤間 裕子/著 山内 積/監修 世界文化ワンダーグループ （809/ｱｶﾏ） 
年齢を重ねると口腔機能が衰え、むせやすくなったり、滑舌が悪くなったりすることが

あります。口腔機能の低下を防ぐために、「あいうえお」の五十音と「早口言葉」をベースに

手軽に取り組める滑舌レッスンを紹介しています。1日3分と短時間でできるので無理な

く続けることができます。 

 

『保育園一年生 はじめての親と子のためのお助け BOOK』  

てぃ先生［ほか］/監修 サンマーク出版 （369/ﾎｲｸ） 

 ほとんどの保護者にとって、我が子の保育園入園は育児と仕事に追われる日々のスター

トです。なるべく体力・気力を削らず子育てや仕事に励めるように、６人の保育の専門家と

先輩パパママが知識や情報を惜しみなく伝えてくれます。現代の子育てを知りたい祖父祖

母にもおすすめです。 

 

『真夜中法律相談所』 

五十嵐 律人/著 講談社 （F/ｲｶﾞﾗ） 

検事・印藤累は、ある事件をきっかけに幽霊が見えるようになりました。ある日、夜道に

立ち尽くす幽霊に動揺する累の前に、自称「案内人」の架橋昴が現れます。昴は理不尽な死

によってこの世にとどまっている幽霊を真夜中にだけ開かれる「深夜法律事務所」に導く者

でした。累は、弁護士・深夜朱莉とともに事件解決のため奔走します。 

【 新着本ピックアップ 】 
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ヤングアダルト ～大人でも子どもでもない世代～ へおすすめする本 

『『起業家フェリックスは 12歳』 

アンドリュー・ノリス/著 千葉 茂樹/訳 あすなろ書房 （Ｙ93/ﾉﾘｽ） 

フェリックスが友達に描いてもらったバースデーカードを家族にプレゼントすると大好

評。買いたがる人まで現れたので、友達とチームを組んでカードを売り出すことにしまし

た。オンラインショップを立ち上げると、カードは爆発的に売れ、とうとう税金まで払うこ

とに・・・。物語を楽しみながら、起業・経済のしくみが理解できるビジネス入門物語です。 

『飯坂町歴史年表（基本年表）』           

飯坂町史跡保存会年表作成委員会/編集 飯坂町史跡保存会 （K212.6/ｲｲｻﾞ） 
地元の史跡保存会が中心となり作成された年表で、飯坂町のたどってきた歴史を時系列で見ることが

できます。この年表の発行と併せて、飯坂の歴史を広く知ってもらうための講習会も地元で開催されまし

た。巻末には飯坂地区における町村の変遷や、昭和初期から現代までの温泉旅館の一覧表もあり、飯坂

の歴史を学ぶ上で興味深い 1冊となっています。 

『福島県の三十三観音』    

小泉 明正/著 歴史春秋出版 （K186/ｺｲｽﾞ） 

福島県内には様々な寺院や仏像、史跡などがあり、人々の信仰のよりどころとなっています。とりわけ

観音は三十三種変化すると法華経で説いていることから、各地に三十三体の観音がまつられてきました。

この本では、県内広域を巡る三十三観音や、一か所に三十三観音が集められた地域など、わかりやすく紹

介されています。 

『軽便とチンチン電車物語』 

伊藤 隆雄/著 路面電車を偲ぶ会・福島交通鉄道部 （K686/ｲﾄｳ） 

軽便鉄道は、明治 41 年より信達鉄道として福島市内と伊達・川俣町を結び、その後も路面電車となって

貨物や人々の運搬で地元産業である養蚕の発展にも貢献してきました。この本では、地元で生まれ育った

作者が見てきた軽便鉄道と路面電車の歴史をイラストでたどることができます。 

～ 郷土本の紹介コーナー ～ 

いいざかふるさと伝書鳩 


